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　私達は「なんてん」の 12COのデータより、銀河系中心部に２つの磁気ループを発見をした (ループ１、２；
Fukui et al. 2006, Science 314, 106)。この発見を受け、私達は同様の構造を持った分子雲の探査、研究を進めて
いる。その結果、ループ１、２と同じ 355◦ < l < 359◦, 0◦ < b < 2◦方向で、視線速度 vLSRが正の領域にもルー
プ状分子雲を発見した (ループ４)。このループは、３次元的な構造がループ１、２と類似しており、同様にパー
カー不安定性による磁気浮上モデルで解釈できること、ループ内に複数の線幅の広い (数 10 km s−1)ピークが見
られることから複数のループから構成されていることを示唆した (藤下他、2006年秋季年会)。
このループ４に対し、中性水素ガスの分布との比較を行ったので報告する。中性水素ガスのデータはオーストラ
リアParkes 64m鏡 (分解能：14.4′)およびATCA(The Australia Telescope Compact Array)+Parkes合成データ
(分解能：1.7′) を用いた。主な結果は以下の通りである。(1)分子雲と中性水素ガスの大局的な分布に相関が見られ
る。(2)分子雲ループの内側にも中性水素ガスが分布しており、ループ内部に密度の低いガスが分布している。(3)
中性水素ガスの質量は∼ 1×106 M⊙であり、分子ガスを含めた総質量は 107 M⊙程度である。(4)ATCA+Parkes
の合成データでは 12COで見られなかった、細かいループ構造がループ内部に見えている。この結果はループ４
が複数のループから構成されていることを支持する。


